
1 

 

第 11次総合計画における評価方法の考え方について 

 

 

１ 現行の施策評価 

 (1) 目的 

  ア 第 10次厚木市総合計画の進行管理 

  イ 市民に対する説明責任（アカウンタビリティ） 

  ウ 効率的で質の高い施策の実現 

(2) 評価方法 

基本計画に位置付ける 27 の基本施策ごとに、毎年度、代表となる指標（配点 50

点）・市民実感度（配点 30点）・実施計画事業指標（配点 20点）の達成率を点数化

し、Ａ～Ｄの４段階で評価を行うとともに、担当部等において成果と課題について

自己評価を実施。 

その後、附属機関である総合計画審議会の意見を踏まえ、行政評価委員会におい

て総合評価を実施。 

(3) 評価結果の活用方法 

   総合計画の進捗管理及び予算編成等の資料として活用。 

 

２ 現行の施策評価における課題 

(1) 施策や事業の進捗を測る指標について、設定レベルが統一されておらず、成果の

的確な把握につながっていない。 

(2) 担当部による自己評価の方法について、施策を俯瞰的に評価できる仕組みとなっ

ていない。 

(3) 評価結果が事業の見直し（スクラップ・アンド・ビルド）につながりにくく、計

画の最適化への反映が限定的。 

 

３ 第 11次総合計画における評価方法検討の方向性 

(1) 前項にて示した現行の施策評価における課題を踏まえる。 

(2) 「事業ありき」ではなく、施策の目指す姿を実現するため、現在行っている事業

が妥当かどうか、施策の目指す姿（目的）を意識して事業（手段）を捉えることが

できる仕組を構築する。 

 

４ 第 11次総合計画の進行管理の体系 

第 11次総合計画は、将来都市像と施策の方針・体系を定める「長期ビジョン」と具

体的な事業を年度別に定める「アクションプラン」で構成。各階層において、目的に

応じた指標を設定し、体系的に評価を実施する。 

 

 

資料４ 
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（1）評価体系 

評価対象 評価の指標 内容・評価時期 

 

重点プロジェクト 

施策全体 

長期ビジョン 

・数値目標 

・成果指標 

長期的な成果を示す指標。 

毎年度進捗を確認し、計画の中間

年度・最終年度に総合評価を実施。 

 

重点プロジェクト 

アクションプラン 

・ＫＰＩ 

（重要業績評価指標） 

目標値との比較により効果検証を

実施。（毎年度） 

 

施策レベル 

アクションプラン 

・中間アウトカム指標 

施策の成果に至る中間的な成果を

測定。進捗を評価。（毎年度） 

 

事業レベル 

アクションプラン 

・アウトプット指標 

・直接アウトカム指標 

各取組の実施量や直接的な成果を

把握。施策の実現に対する有効性

を評価。（毎年度） 

 

（2）評価サイクル 

ア 年度評価（毎年度） 

ＫＰＩ、中間アウトカム指標、アウトプット・直接アウトカム指標による効果

検証を実施し、評価結果を翌年度の取組改善に反映する。 

イ 中間評価（計画中間年度）※令和 12（2030）年度実績 

    数値目標、成果指標の達成状況を分析し、取組方針や施策体系の妥当性を検証

する。また、 次期計画策定を見据えた方向性整理の基礎資料とする。 

  ウ 最終評価（計画最終年度）※令和 17（2035）年度実績 

計画期間全体の成果を総括し、長期的な成果・課題を明確化する。なお、次期

計画の策定には中間評価結果を主に参照し、最終評価結果は次期計画の検証・改

善に反映させる。 

 

位置付け 長期ビジョン

①最終成果 ②中間成果 ③直接成果 ④産出

②に起因する最終の成果
＝戦略・施策の目指す姿

①に至る前段階の
③に起因する

成果

④に起因する
直接の成果

事業の実施

数値目標 KPI

成果指標
（最終アウトカム指標）

中間アウトカム指標

中間年度・最終年度

（毎年度進捗確認）

←
←

アクションプラン

アウトプット指標直接アウトカム指標

事業

← ← ←

←

←

←
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